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アジアにおける文化交流の研究
く東アジア国際関係史の研究〉（歴史研究班）
〔中国華東，華南と日本）
仏教文化の往来
藤善慎澄
歴史研究班の研究テーマ「華中・華南と日本の文
化交流」が，文部省の科学研究費助成の対象となり，
昨年に最終年度の研究報告を提出したが，今年度に
は同タイトルにて日中の研究協力者を加えて，当研
究所の国際共同研究シリーズ第3巻として上梓した。
収載論文 13篇中，課題『仏僧の往来」に沿い，「成
尋入宋時の杭州仏教」及び「成尋と蘇州の仏教」の
2篇である。なお初年度の成果には「東西学術研究
所紀要」 33輯 (2000年3月）に「成尋と杭州寺院一
「参天台五憂山記笥記J3-1」を掲載した。以下
に，その他の関係業績を列挙すれば，
1. 今年度の研究例会において「杭州仏教事情」を
発表 (2000年11月），所報に掲載予定。
2. 踏査シリーズと銘打ち本学博物館「肝陵」に執
筆中の「玄宗の秦陵踏査記」 (40号・ 2000年3
月），「隋の文帝陵と爆帝陵踏査記」 (41 号•2000
年9月）に続けて「唐太宗の昭陵踏査記」(42号・
2001年3月）を印刷中である。
3. 今年1月12日より 15日にかけてハワイ州マウ
イ島に由いて開催された国際シンポジウム
Cultural Interaction in Traditional East 
Asia. Iこ，研究成果の一部として"Buddhismof 
Chekiang and Japan during the Song period" 
の発表を行った。この内容は2001年中に公表さ
れる予定である。
4. 訳注シリーズの一環として作業を進めている
『参天台五憂山記Jの訳注は，全8巻の中， 1・
2巻の訳注を完了，パソコンに入力を終わった。
次年度の計画予定， 3・4巻のスタイルが整っ
た。
中国沿海部と日本の経済交流
松浦 章
歴史研究班の共通テーマに関する成果として下記
のものを発表した。「南島史学J第53号 (1999年7
月）に掲載された「「上海新報」に見る琉球国記事」
は，上海で発刊されていた新聞『上海新報」の 1864
年4月14日， 4月16日， 5月19日の琉球国に関す
る記事を発掘し考証を加えた。紀要33輯には「清代
薙正期の童華「長崎紀聞」について」として報告し
た。これは中国の北京図書館に所蔵される 18世紀前
半の官吏蘇州知府であった童華の記した「長崎紀聞」
を発掘し，その内容を紹介するとともに，記述内容
が長崎に来航した中国商人から伝聞した極めて価値
の高いものであることを論じた。 2000年3月に台
北・中国文化大学での第1回「日本研究・台日関係・
日語教育国際学術研討会において「清代展海令以降
の長崎来航台湾船について」を報告し．「第一届日本
研究・台日関係・日語教育国際学術研討会論文集J
(2000年7月， 193~206頁）に掲載されている。
同論文では，清朝が台湾を平定して以降も，台湾
から長崎に来航する貿易船が30数年に及んで来航
し，台湾からの砂糖等による貿易のみならず，記録
の少ない時期の台湾事情なども伝達したことを考察
した。『南島史学』第55号 (2000年9月）に掲載さ
れた「朱印船の中国・朝鮮漂着をめぐって」におい
ては中国資料，朝鮮資料に見える日本の朱印船の漂
着事例を明らかにし，朱印船の貿易活動の一端を論
じた。紀要34輯には「清代大運河の航運について」
を発表し，梢案資料に見える清代の大運河における
政府調達米を輸送する船舶の問題を論じた。 2001年
3月21日の研究例会では「「蓬迩貫珍」に見るペリ
一日本来航一羅森「日本日記」前史ー」と題して，
香港で刊行された漢文月刊誌「蓮迩貫珍』の記事に
見られるペリーの日本来航の問題について報告した。
東アジア都城の歴史地理比較研究
高橋誠一
琉球王朝の首都であった首里城下町について，歴
史地理学的な調査・研究を試みた。具体的には，近
世当時の景観を描いている「首里古地図」を現行の
1 : 2500都市計画図の上に復原し，城下町当時の景
観復原図を作製して，その都市プランを検討した。
その結果，首里城下町においては多核的な円形もし
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くは楕円形のプランが卓越していたこと，また一部
には方格のプランも存在したこと，四神相応という
思想も意識されていたことなどを確認することがで
きた。
続いて，首里城下町の建設されたいわゆる琉球石
灰岩の首里台地の地形と，都市プランについても検
討を試みた。前記の円形や楕円形のプランは，地形
の起伏や河川流路などによってその形態が規定づけ
られていることなどが判明してきたが，同時に地形
の平坦面に複数の多核的プランが認められることも
指摘し得た。大略的にいえば，この円形プラン志向
は，琉球において顕著にみられる風水思想による可
能性が強く，またその背後には中国の福建地方など
から伝来した地理観の強い影響を考えることができ
る。いずれにしても， これらの特徴は幕藩体制下の
日本の近世城下町とは明確に区別されるべきもので
ある。
また前記作業を経て，首里城下町が風水理論によ
って建設された事実が浮き彫りになってきたが，特
に上位階層の按司屋敷の集中する城下町の中核部を
取り巻いている林の分布と，城下町全体が急傾斜地
によって囲まれていることなどに，風水理論の甚大
な影響が認められることが判明した。
清朝考証学と日本のシナ学
藤田高夫
19世紀後半以降，日本が近代国家としての枠組み
を急速に整えようとしていたころ，中国も近代国家
への産みの苦しみの最中にあった。中国にとって，
日本の軌跡はそれに追従するにせよ批判的に摂取す
るにせよ，一つの先行事例として利用しうるもので
あった。同時にこの時代は，日本の中国学にとって
も大きな変革の時代であった。それまでの長い漢学
の蓄積に西洋からの史学の方法を導入して近代的学
問としての形を整えようとしていたそれを，伝統的
な漢学とは異なるという意味であえて「支那学」と
呼びたい。この「支那学」は当時の中国の歴史家た
ち，清朝考証学という精緻な学問的方法を確立して
いた彼らの目に，どのようなものとして映ったので
あろうか。またそれは，中国人が自国史を見つめる
目に何らかの影響を与えたのであろうか。本研究の
基本的関心はここにある。
当時の日本における中国研究に対する一つの見方
に，章柄麟が羅振玉に宛てた公開書簡に見られるよ
うな，痛烈な罵倒がある。そこでは日本の「支那学」
は児戯に等しきものとして切り捨てられている。し
かしその一方で，日本の「支那学者」たちと親しく
交わった中国学者も多数存在する。その代表例とし
て王国維と日本学術界との交流を検討したのが
1999年度の研究である。その結果，王国維が違和感
無く彼らとの交流を持ち得たのは，彼が一人の完成
された歴史家として来日し，自らのフィールドの中
で行動できたからではないか，という感触を得た。
しかし，当時の日本には「支那学」とは異なる方向，
すなわち中国のみならず，アジア全体に視野を広げ
ようとする「東洋学」の潮流も芽生えていた。王国
維自身はこの潮流に関心を示さなかったようである
が，他の中国人学者にとってはどうだったのか。こ
の比較作業が次の課題である。
琉球中山王朝の政治と宗教
上井久義
南西諸島には，現在も豊かな伝統儀礼が生きてい
る。あわせて『琉球国由来記」のような形での記録
がみられる。この相方からの比較ができることも意
味のあることである。記録の時期と，現在という時
の経過を考慮すると，両者の相異点は，そのまま伝
統儀礼の歴史としての理解を助けることになる。加
えて「琉球国旧記jの存在は，両者の変化の中間形
態を示すものではないかとの期待をいだかせる。
シキヨマと称する農耕儀礼が伝承されている。稲
や麦についての折目の儀礼で，類型が奄美大島から
／遺山にかけて広く分布している。「琉球国由来記』
八重山島年中祭祀之事の条には次のように記されて
いる。
五月ニシキヨマ祭之事
由来。稲刈始メテ，茄デ米仕リ，作物ノ初トテー
人二五勺宛出合セ，嶽々井根所根所へ祭リ，祖父
母・父母・伯叔父母·兄弟•姉妹，志次第送ル也。
稲の初穂を刈って，この新穀を炊き，各村の御嶽
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と根所を祭り，これを親族に送っている。親族で新
嘗祭を祝っている姿と見ることができる。現在，八
重山地方の竹富島では， 10月・11月にめぐってくる
戊子の日に，種子取祭の儀礼が行なわれている。畳
半分ほどの広さの畑に種を蒔き，粟と糖米と小豆を
混ぜたイバツと称する餅を作り，オナリ神を招待し
てこれを食べてもらう。男はその姉妹をオナリと云
ぃ，イバツを供して穀物の豊作を願い，オナリは兄
弟（エケリ）を守護するというオナリ神信仰の一形
態を構成している。しかし「琉球国由来記Jの内容
からはこれをうかがい知ることはできない。この相
互の違いについて考え，いずれが伝統儀礼の実態を
よく伝えているかについて考えてみた。
アジアの漆芸技術の伝播
高橋隆博
中国の影響を濃厚に受けて発達してきたが．一方で
朝鮮半島の影響もわすれてはならない。陶磁器が，
「文禄・慶長の役」を契機として一大飛躍をとげた
が，漆芸もまた朝鮮の影響を抜きにしては語れない。
朝鮮の斬新な螺細意匠は，桃山期から江戸初期にか
けての工芸思潮に計り知れないほど多大な影響を与
えた。
江南絵画の日本への影響
山岡泰造
明代の画壇は，前半は宮廷画院の公共的・装飾的
な画風が主流をなしたが，後半は蘇州の沈周・文徴
明，上海の董其昌・陳継儒らを中心とするいわゆる
文人画が盛んになり，画は個人的心情の表現を重ん
じ，友人交誼の具となった。宮廷画派には浙江の戴
進・呂紀，福建の李在・辺文進，広東の林良など浙
漆工芸はアジアに特有の技法で，乾漆・螺錮•平 江以南の画家が多く，浙派と呼ばれ豪放雄渾な画風
文・漆絵・沈金・存星・彫漆など多岐にわたる。本 を得意とした。これに対して文人画系は，蘇州に因
研究は，アジアにおける漆工芸技術の解明，および んで呉派と呼ばれ，平明繊細な画風を画いた。文人
その伝播と交流を探ることをテーマとしている。研 画とは新興市民階級の画と言ってもよいのであるか
究成果の一部は，「東西学術研究所所報」67号に「プ ら，蘇州のみならず，上海・南京・揚州・杭州・新
ウタンの漆」として掲載されている。プウタンは， 安など各都市で盛んとなり，それぞれ独自の特色を
ヒマラヤ山脈がインドのアッサム地方でまさに平野 発揮した。
に終わろうとする急斜面に位置する。漆の梅は，い 明清画の我国への移入に関しては次のようなケー
わゆる「照葉樹林地帯」にのみ植生し，日本は，「照 スが考えられる。 (1)室町時代の雪舟や狩野派は専ら
葉樹林文化」の東端に，ブウタンはその西端に位置 浙派の画風を学び，文人画には理解を示さなかった。
する。プウタンの漆の樹は，「ウルシノキ」科ではな (2) 17世紀には黄槃宗の伝来とともに福建の画風が
く「ハゼノキ」に属し，ヴェトナムのそれに共通す 流入し，江戸狩野派や初期文人画に影響を与えた。
る。漆は，「ポップ」と呼ばれる木目の美しさを生か 福建出身の画家で揚子江流域の諸都市に移住して活
した椀や仏具類，儀式用に倶＜刀剣の鞘などに塗布 躍する者も多かったから，各地の商人の来航と共に
されるが，その塗り法はミャンマーやヴェトナムと それらの画風が我国に伝わった可能性も大きい。 (3)
同様に，専ら手だけで塗られる。木器の木地は糠輔 18世紀の前半には，幕府の肝煎りで浙江の画家沈鐙
で形成されるが，足踏み式であるために，一方向で が来航し，足掛3年長崎に滞在した。その画風は装
はなく，右に左にと回転する。電動式糠櫨が導入さ 飾性の強い古派のものであったが，その写実技法は
れる以前の日本の輔櫨と同じ形態である。 大きな衝撃を与え，江戸時代後半の画壇を大改革す
また，平成12年1月12日から 15日にかけて行な る起爆剤となった。帰国後も作品を送りつづけ，ま
われたハワイ大学主催（会場，マウイ島プリンスホ た浙江や福建出身の弟子達を長崎に駐留させていた。
テル）「CulturalInteraction in Traditional East (4)池大雅をはじめとする我国の初期文人画壇に大き
Asia」に出席し，研究発表を行なった（発表題目「朝 な影響を与えたのは蘇州の伊学九をはじめとする文
鮮時代の螺細意匠と日本の漆芸」）。日本の工芸は， 人画系の画家達の来航である。ところが彼等は必ず
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しも専門画家ではなく，各都市の商人とともに自ら
も商人として来航した者も多かった。従ってその影
響も確固としたものではなく，むしろさまざまな要
素を混消して変化し易いものであった。例えば，大
坂の文人画家十時梅産は来航画家李成名の南京近郊
名所図巻を模写しているが，それには伊学九の跛文
がついており，それも写し取っている。また貿易の
船主の一人と思われる方済は，新安の人らしいが，
度々来日するうちに新安画風を浙江画風に変えて日
本人の趣向に迎合している。方済との合作を行った
蘇州の画家余税は，文人画風を変えて方済画風を画
くようになった。また浙江の画家張毘ははじめ墨竹
や水墨花弁など文人画風のものを画いていたが，や
がて濃彩細密な花井画へと画風を変え，名も張宰と
改めているが，これも商売上の配慮であろうと考え
られる。
江戸時代の絵画と中国
中谷伸生
日本美術史上，幕末明治期は決定的な転換期であ
る。幕藩体制の崩壊とともに，徳川幕府に仕えた狩
野派の画家たちは，その命脈を絶たれた。明治以降
の美術史家たちは，狩野探幽以後の江戸狩野および
京狩野の画家たちを，粉本主義者として批判した。
狩野永岳 (1790-1867)もまた，そうした狩野派の一
人である。永岳は京狩野八代永俊の門に入って蓑子
となり，弱冠27歳で京狩野家を継ぐことになる。し
かし，フェノロサや岡倉天心らは，日本の伝統を守
れ，と主張したにもかかわらず，一方で，単なる伝
統墨守の姿勢に対しては批判的であって，伝統の中
に新時代の要素，すなわち西洋絵画の作風を採り入
れた狩野芳崖や橋本雅邦らを評価した。その結果，
永岳らの江戸時代後期の狩野派については，守旧的
とみなして無視したのである。こうした動向によっ
て，永岳もまた種々の研究啓や美術全集から除外さ
れ，学会および研究者の視界から消え失せた。しか
し，永岳は妙心寺の隣華院や春光院などに雄大な障
壁画を描いた幕末期の重要な画家である。また，同
時期の大坂画壇を鳥緻すると，円山応挙以後に京・
大坂で広がった円山四条派系統の大坂の画家たちが
縦横の活躍を行っているが，それら多くの画家たち
も，日本人の中国文化に対する関心が薄れるにつれ
て，研究対象から除外され忘れられた。しかし，木
村薫酸堂の周辺に集まった多くの大坂の画家たち，
たとえば八木巽処や福原五岳，あるいは中井藍江ら
は，従来の近世絵画史の欠落を補う重要な画家であ
る。日本近世近代美術史研究において，永岳らをは
じめとする江戸時代の狩野派，そして木村燕殴堂と
親交のあった大坂画壇の画家たちの再評価が速やか
になされるべきであろう。
〈関西大学図書館所蔵個人文庫の総合的研究＞
（典籍研究班）
〔内藤文庫の研究）
唐明律合編の研究
奥村郁三
先ず，内藤文庫所蔵，辞允升「稿本唐明律合編」
26冊の研究と復刻の為の基本作業と，経年的に研究
を続けてきた「令集解Jを「令集解所引漢籍備考」
として出版すべも最終原稿の取纏めの仕事とを並
行した。
膵氏『稿本」については，関係テキストの調査と
手元への初期的収集ならびに明律関係基本文献の調
査と収集が主たる仕事になった。通行の「唐明律合
編J(三種，徐氏退耕堂刊本と万有文庫本，懐妓鋒本）
は当然，内藤文庫本との校勘の為の基本テキストだ
が．「故唐律疏議J(岱南閣本）．「宋刑統J(明紗
本），「大明律集解附例J(修訂法律館重刊本），「大明
律講解」（朝鮮本）「大明律附問刑条例」（荻生蜆祓，
和刻本）などの諸本が調査と共に必要になってきて
いる。また，上海にも内藤文庫とは別の膵氏「稿本」
があることをつきとめ，本学陶徳民教授を煩わし，
ご好意を得てその書本の状況の一端を知ることがで
きたが，これは結局上海へ出向いて自分で実見しな
ければどうにもならず，目下目処は立っていない。
現在は校勘作業が進行中であるが，上述のように膨
大な麓であって，校勘だけでも時間がかかるが，基
本文献の研究であるから緻密さを保つことが要求さ
れる。
次に「令集解Jの研究は最終原稿を取纏めた後，
全編の点検，「案語」の作成，索引に取りかかり，平
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成 12年度末に関西大学東西学術研究所研究叢刊
14「令集解所引漢籍備考」 (A2段組，本文718頁，
索引 45頁）を仕上げることができた。特異な文字を
多く含み活字印刷とした為，出版そのものにも困難
があったが，東西学術研究所，研究協力者各位，関
西大学出版部に深甚な感謝の意を表する。
〔内藤文庫の研究）
唐明律合編の研究
大庭 脩
かねてより鎖国直前の日中関係を明らかにしよう
と考え，人物の交流を来航明人と唐通事の祖先にし
ぼって「明末清初に来航した中国人」（「日本学」 19
号，平成 4• 5)に書き，書籍の交流を辞書にしぼ
って「日本における中国辞書の輸入」（「東西研紀要
27, 平成3・3)に述ぺたが，蓬左文庫の蔵書の内，
徳川義直が元和・寛永期に架蔵した書籍目録「寛永
目録不分巻」に記された書の内，天啓，崇禎刊本を
取り出して刊年と収蔵年の比較を行ない，出版後13
年から最短2年の間に入庫していることをつきとめ
た。これは，書籍が製作されてから日本へ運ばれ，
蔵書家の手に入る時間的な距離を示すもので，言わ
ば文化伝来の時間であると考えることができる。
この観点の要点は，刊記は書籍という輸入商品の
製造年月であるという見方に大きな特色のある，貿
易史の新観点といえる。
その議論の詳細は，大修館書店， 1999年12月刊の
「徳川吉宗と康煕帝—鎖国下での日中交流一-J
第 1章，鎖国直前の日中関係の中に述べている。
〔泊園文庫の研究〕
藤沢南岳の研究
陶 徳民
本研究所の研究叢刊11「日本漢学思想史論考一祖
練・仲基および近代ー」（関西大学出版部， 1999年3
月）を出版してから行ってきた研究活動は，次のよ
うな分野にわたるものである。
(I')泊園関係の研究。①「泊園祖採学与明治時代
的国家主義教育」「儒家思想在現代東亜：日本編J(台
湾中央研究院中国文哲研究所 当代儒学研究叢刊8,
1999年6月）所収。②「清板「二弁」を祝う泊園の
賀宴一幕末における祖捺学の動向ー」，於近代東西言
語文化接触研究会第3回研究例会， 2000年 7月30
日。
(II)懐徳堂朱子学関係の研究。①「富永仲基と朱
子学ー内藤湖南・石浜純太郎の研究をめぐって一」，
於東西学術研究所第6回研究例会， 1999年 1月 17
日。②「近世日本朱子学的特色―以大阪懐徳堂為
例」，「朱子学与東亜文明研討会一紀念朱子逝世八百
周年朱子学会議ー」，於台湾漢学研究中心，2000年 1
月17日。
(il)明治漢学関係の研究。「明治漢学界における
桐城派の影響」，於「明治日本と中国」国際研究セミ
ナー，カリフォルニア大学サンタバーバラ校主催，
1999年5月1日。②「星野恒編・王鞘評「明清八大
家文Jについて」，於「清代の中日文化交流」国際シ
ンポジウム，浙江大学日本文化研究所主催， 1999年
8月2日，③ 「幕末・明治日本の西洋受容と漢学」．
於漢陽大学国際文化大学•関西大学東西学術研究所
共同セミナー「近代国家形態と日本の人文学の役
割」， 2000年8月1日。④「明治漢学者の多元主義文
明観」，於中日共同研究会議「近代日本哲学的東亜意
義」，中国社会科学院哲学研究所主催，2000年8月29
日。⑤「元田永学的「君徳輔導」与論語解釈」，於「東
亜儒学中的経典詮釈伝統」第二次研討会，台湾大学
主催， 2000年1月19日。
以上の研究発表のなかで， IIの②はすでに出版し
ており， 1の②， 1の②， Iの③⑤などは近刊され
ることになっている。ほかの数本も成文化する予定
である。
藤沢東咳の「辮非物」についての研究
長谷川雅樹
「辮非物」は．祖傑の『論語徴」を，蘭洲が「非物
篇Jによって厳しく批判したのに対して弁護したも
のである。竹山が師蘭洲の「非物篇Jの続篇として
著した「非徴」をも視野に入れて論じている。「辮非
物』と一見穏当な書名なるも，「非物篇」が烈しく祖
抹を批判している為か，弁護と云う以上に激しく反
論している。
懐徳堂が準官学として朱子学を奉じる立場上，古
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学に立つ祖練の主張は当然相容れぬものである。東
咳が時を隔てて尚反論したのも亦故なしとしない。
私塾泊園は，二代南岳の活躍に先立って，東咳が大
坂の地にその発展の基礎を固め，更に独自の泊園学
を形成したものである。『朔非物jは東該の学術・思
想を識る上にも主要な著書である。
その研究の特色としては仁齊，祖篠蘭洲，竹山
らによる批判は，我が国近世漢学の注盛なる活力の
一端を示すものである。
「寛政異学の禁」は一応の成果を収めたものの，矢
張り経解の統一，思想の統制は破綻を来たした。
東該の「辮非物」は未刊に終わったが，今改めて
検討を加えることによりその学術思想を識り，百年
に亘る泊園教学の特色を知る端緒となるであろう。
〔増田文庫の研究〕
西学東漸関係資料の総合調査
内田慶市
前年度に引き続き関西大学図書館蔵増田文庫に収
められている文献を中心に「近代における東西の言
語文化交流に関する研究」を行い，以下のような成
果を公にした。
＜論文＞
“西学東漸”与近代日中欧語文化交流ー以伊索寓言
的課介為例 「詞庫建設通訊」総第20期 1999年7
月 (1-9p) 
「黒茶」から「紅茶」ヘー『六合叢談Jにみえる「紅
茶」 平成 11(1999)年 10月『六合叢談の学際的研
究」（沈国威編著白帝社）所収 (71-93p) 
イソップ東漸ーロバート・トームと「意拾喩言J
平成 11(1999)年11月「関西大学文学論集」第49
巻第1号 (1-37p) 
“窓＇に関わることがら 「関西大学文学論集」第
50巻第2号 (1-28p) 2000年11月
欧米人の学んだ中国語 「西洋近代文明と中華文
明」京都大学人文科学研究所 2001年1月
イソップ東漸一日本に伝わった漢訳イソップ
「華南と日本」関西大学東西学術研究所国際共同研
究シリーズ 3 2001年 3月
く国際シンポジューム，学会口頭発表＞
欧米人の学んだ中国語ーロバート・トームの『意
拾喩言」を中心に 京都大学人文科学研究所創立70
周年記念国際シンポジューム 平成 1年1月19
日於京大会館
欧美人所学的漢語 「TRANSLATINGWEST・
ERN KNOWLEDGE INTO LA TE IMPERIAL 
CHINA」国際シンポジューム 平成1年12月9
日 於ドイツ・ゲッティンゲン大学
近代西人的漢語語法研究 「言語接触国際円卓会
議」 2000年8月28日ー29日 香港城市大学
近代欧米人の中国語法研究 「日本中国語学会創
立50周年記念大会」 2000年10月29日 名古屋
大学
西学東漸関係資料の総合調査
（「植学啓原」と「植物学」）
沈 国威
学術書：
•r六合叢談 (1857-58) の学際的研究J (共著）
1999.11, 白帝社
●「植学啓原と植物学の語彙J2000.3.31, 関西大学
出版部
●「電脳による中国語研究のススメ』 2000.11,白帝
社
学術論文：
●「訳語（ダー ム）「化学」の誕生」， 1999.3.31,「中
国文学会紀要」 20,関西大学1頁~34頁
●「「泰西人身説概』 (1623)から「全体新論」 (1851)
まで一ー西洋医学用語の成立について」， 2000.3.
31, 「中国文学会紀要』 21,関西大学1頁~18頁
•「日中語彙交流の話し一一明治期を中心として一
」ー 2000.3.30,『日本語を考える」第1Il章（光華
女子大学文学部編） 37~54頁
●「「文明」と「野蛮」の話し」， 2000.9,「泊園』第
39号（泊園記念会） 3~29頁
学会発表：
●「「植学啓原J(1834) と「植物学J(1858}の語彙
ー語彙交流の消息を訪ねて一」， 1999.5.19,東西
研研究例会，
●「文明の反転ー一「野蛮」の語誌を通して見る」
1999.10.3, 第51回日本中国学会（於関西大学）
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●「「文明」と「野蛮の話し」， 1999.1. 8, 第39回 のが，平成12年8月1日本研究所で開催された東西
泊園記念講座（於関西大学天六キャンパス） 研と漢陽大学国際文化大学日本言語文化学科との共
●「『泰西人身説概』 (1623)から「全体新論」 (1851) 同セミナー「近代国家形成と日本の人文学の役割」
まで一西洋医学用語の成立について」， 1999.12.7, である。漢陽大学校からは手相仁団長以下教員5名，
西学東漸と近代学衛用語の成立の国際シンポジウ 大学院生4名が来日した。このセミナーで挨拶や司
ム（於ドイツ・ゲッティンゲン大学） 会を行った。
●「近代英華辞典における学術用語の創造」， 2000.5. この他に，平成12年度の招聘研究者としてダラム
19, 第 45回国際東方学者会議（東京） 大学バジル・バンティンク・ポエトリー・センター
●「近代英華辞典的術語創造」2000.8.29,「言語接触」 所長のRichardCaddel氏と Ann夫人を，平成12
国際円卓学術会議（香港都市大学） 年10月9日から，同年1月26日までの48日間受
学術調査： け入れ，共同研究等を行った。
● 2000.8.26-9.2 国際学会と資料調査のため，香
港，上海へ
東西文化交流の研究
（比較文学研究＞（比較文学研究班）
〔ポスト・コロニアル文学の研究〕
越境の文学の研究
安川 畏
前研究年度に引き続き，主に太平洋の島嶼国の英
語文学の作品の収集と研究を行った。特に，サモア
出身の作家で，理論家でもあるアルバート・ヴェン
ト(AlbertWendt, 1939 ~)の作品と，彼が評論家
並びに大学の英文学教授，創作科の指導者として果
した役割などを考察した，なお，南太平洋大学の創
作科でウェントの指導を受けて劇作家となり，現在
ハワイ大学で太平洋文学を講じているフィジー出身
のヘレニコに関する 2篇の既発表の論考を改訂し 1
本にまとめた「南太平洋の劇作家ウィルソーニ・ヘ
レニコー一人と作品ー一」が，丹羽良治編『ポスト・
コロニアル文学の研究J(平成13年3月刊）に収録
された。
今期はアジア諸国の近・現代文学をポスト・コロ
ニアル文学の観点から考察する第一歩として，在日
韓国人の作家という特異な立場で小説を発表してい
る元秀-—氏を委嘱研究員に招いて，日本語で書く韓
国人•朝鮮人作家の作品についての共同研究を行っ
た。
この共同研究の輪を韓国の研究者にまでひろげよ
うと，漢陽大学校に呼びかけた。その結果実現した
朝鮮半島と日本の文学の研究
竺ンスイル
冗秀一
東西学術研究所比較文学班の委嘱研究員としての
私はどちらかといえば書き手の立湯からポストコロ
ニアル文学を研究してきた。まず，解放後の韓国文
学に通底するテーマは何であるかを見ることにした。
韓国文学を通観することは韓国現代史を通観するこ
とに等しい。なぜなら，韓国文学は解放後幾重にも
押し寄せる政治の波涛にさらされてきたからにほか
ならない。
米ソ冷戦の代理を南と北が担った歴史的経緯は祖
国の分断と戦争という癒しがたい傷痕を今日に至も
残している。一つの民族が38度線を境に南は大韓民
国，北は朝鮮民主主義人民共和国と異質の体制を持
つ二つの国家に引き裂かれ，敵憮心と憎悪と不信を
募らせてきた現実に立ち向かうことでしか韓国の作
家は存在事由がなかった。
とはいえ，文学が政治に隷属するわけではない。
文学の自立性は作品に反映されるべきだろう。そう
でない文学は淘汰される。私は平成1年12月の例
会で「韓国文学の恨と自由Jを発表した。「紀要第34
輯」に掲載するにあたって題目を「韓国文学の禁忌
と自由」に変えた。
平成11年1月に東西学術研究所所長安川先生に
同伴してソウル市の漢陽大学を訪れ，ポストコロニ
アルからみた日韓比較文学の研究に向けて意見交換
した。
次に，ポストコロニアルとクレオールとの不可分
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な関係に注目した私は，平成 12年8月に催された東
西学術研究所と漢陽大学国際文化大学日本言語文化
学科との共同セミナーで「ポストコロニアルとして
の在日文学』を発表した。
アジアと太平洋の文学の研究
丹羽良治
D・H・ロレンス全集の決定版と思われるケンプ
リジ版の刊行を機会に，従来のテキスト，特に旧ペ
ンギン版（新ペンギン版はすでにケンプリジ版に準
拠している）と比較対照して，異同の問題点を，「テ
キスト考」と題して平成 11年度の研究例会で発表し
た。テキストは 1923年に出版された作品「狐・大尉
の人形・てんとう虫』である。ケンプリジ版の改訂
に際してベースとされたのは，残存しているロレン
スの署名入りのマニュスクリプトである。中編3作
品の変更点は，「狐』 829箇所， 「大尉の人形」は 786
箇所， rてんとう虫』は585箇所と，膨大な数に上
る。本全体の頁数は 221頁だから，平均して 1頁に
10箇所あることになる。これはコンマやビリオドな
どを含めたものであるから見かけほど深刻ではない
だろうが，従来のテキストの「コラプション」がい
かにひどかったかを物語ると同時に，今回のケンプ
リジ版の編集ぶりがいかに徹底を極めたものである
かを証明するものでもある。
比較文学研究班の「ポストコロニアル文学の研究」
のプロジェクトは，平成9年に始まった。 4年問の
研究の総決算として，本を出版した。その編集の任
にあたった。「ポストコロニアルの文学の研究Jとい
うタイトルのもとに，招聘研究員であったハイド氏
を加え，総勢6名がそれぞれの研究の成果を論文に
あるいは翻訳に発表した。韓国あり，マレーシア・
シンガポールあり，南太平洋あり，クレオールあり，
メキシコあり，スペインありで，ポストコロニアル
文学の百花練乱といった趣である。
ラテン・アメリカの文学の研究
平田 渡
平成11年 10月20日，第5回例会で「カプレラ・
インファンテの見たキューパ文坦」と題して発表を
おこなった。キューパの現代作家で，イギリスに亡
命したギリエルモ・カプレラ・インファンテ (1929
ー ）が書いた「髭のある鰐に噛まれた話」というフ
イデル・カストロの文化政策を批判したエッセイを
もとに，ほとんど骨がらみで政治という化けものに
翻弄された，革命後のキューバ文壇史をたどった。
平成 12年度末に刊行予定の比較文学研究班によ
る論集 rポストコロニアル文学の研究』には，上記
のエッセイの全訳に，「まえがき」を付して載せた。
〔写本の比較研究）
中英語写本とその社会背景の研究
和田葉子
13世紀に書かれた AncreneWisse (「尼僧の手引
き」）はウェールズとイングランドの境界近くにある
ヘレフォードで成立したとされる。その時代，英語，
仏語，ウェールズ語，フランドル語，アイルランド
語を話す人々が生活していたこの地域の政治的，社
会的背景をぬきにしては，この作品のオリジナルの
姿を知ることは出来ない。現存している 17の写本は
英語，仏語，ラテン語で書かれている。社会状況を
考えながら，これらのテキス トを比較すると，オリ
ジナルは英語と仏語両方であった可能性があること
がわかった。当時のフランドルとプリテン島の関係
については，科研費による共同研究（基盤研究侶X2))
のメンバーの一人であるケルト語の研究者アンドリ
ュー ・プリーズ博士（スペイン・ナヴァラ大学）を，
平成11年10月，東西学術研究所に招聘することが
できた。プリーズ氏は東西学術研究所の研究座談会
で「中世フランドルとケルト世界」について講演し
た。
海外での活動としては，イギリスのケンプリッジ
大学図書館や大英図書館の写本室で調査を行った他，
平成12年3月には，ロシアのサンクト・ペテルプル
グ大学の英文学部の招待を受け，尼僧のために書か
れた中世の宗教文学について講演した。また，平成
12年8月には，スコットランドのアバディーンで開
催された ScottishGaelic Studies学会に出席した。
その他，平成 11年11月，泊園記念講座＜東と西＞
「中世西欧が見た東洋」で中世英文学に表現されて
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いる東洋のイメージについて講演した。この原稿は， 平成11~12年度は「義記jの本文ともいうべき「随
『泊園」に掲載された。また，上記のプリース博士 文解釈」の最初の部分である「発起序」「因縁分」「立
に加えて，平成12年1月には高田康成氏（東京大学 義分」の訳注を行った。その成果は「義記」研究I,
教授）も招聘し，特別講演会「蓬かなるキケロ：日 IIとして紀要に発表した。また「起信論と義記の一
本のローマ文化受容の特性」を図書館ホールにて開 考察」を研究叢刊 15に寄稿した。なお．その間に『明
催した。続いて同年11月，コーネル大学のウィンス らかなことばI」の原稿を作製している。これは中
ロップ・ウェザビー博士を招聘，特別講演会「チョ 論釈の24~27章の訳注である。今年中に完成できる
ーサーと悲劇的人生観」（通訳：東京大学助教授小林 ことを願っている。
宜子博士）を図書館ホールにて開催した。平成12年
12月9~10日には，関西大学100周年記念会館にて
日本中世英語英文学会全国大会を開催し，シンポジ
ウム「中世におけるイギリスとアイルランド」を司
会．そしてスピーカーとしても「中アイルランド英
語で書かれた諷刺詩について」を発表した。
「泊園」に掲載したもの以外の刊行物としては，平
成 11 年 5 月に「聖0000にかけて—Pardoner
再び切り刻まれる」「英語・・英文学の心』， pp.209-
220 (大阪教育図書），平成12年3月には'Thetex-
tual histo可・ofAncrene Wisse: What the Latin 
Quotations tel us', Readi咽 theAncrene Riwle 
edited by M. Imai and H. Watanabe (Osaka 
University), pp. 19-32を出版した。
く神秘主義の研究＞（神秘主義研究班）
〔大乗起信論義記の研究〕
大乗起信論義記と仏性論
丹治昭義
「大乗起信論」はインド撰述か中国撰述かが問題に
なっていることからも窺えるように，ィンド仏教と
中国仏教の接点をなす論書である。そのためもあっ
てか，中国，日本仏教思想への影響は計り知れない。
その理解は従来，法蔵の注釈書である r大乗起信論
義記』によってきた。法蔵は，天台教学と共に中国
仏教哲学の双璧をなす華厳教学の大成者である。従
って彼の注釈は「起信論』とは自ずから別の思想的
立場に立つ。しかしこれらのことは寧ろ「義記」が
インド仏教と中国仏教の相違と中国における仏教思
想の受容と変質と発展とを跡づける絶好の書である
ことを示している。
大乗起信論義記と中国哲学
吾妻重二
研究班における『大乗起信論義記」の訳注作成作
業に引き続き参加し，もっぱら『義記jの漢語表現
や漢語概念について中国学の立場から検討を加えた。
その共同研究の成果が当研究所『紀要』第33輯所載
の「『大乗起信論義記」研究は」 (2000年3月）であ
り，「紀要」第34輯には，さらにその続篇が掲載さ
れる (2001年3月）。
個人による研究としては，旧稿を補訂した論文
「「大乗起信論」の概念と修辞と撰者一ー中国学の
立場から」を，井上克人編著「「大乗起信論」の研究』
（関西大学出版部， 2000年8月）に載せた。また平
成12年度第4回研究例会において，「“聖人”概念を
めぐって—宋代道学と六朝玄学」というテーマで
発表をおこない，道学における「聖人学んで至るべ
し」の思想の史的考察を通じて，道学の人間観が中
国近世にふさわしい斬新なものであることを明らか
にした。
このほか 1999年4月16日から 7月12日まで，北
京大学哲学系の陳来教授を当研究所の招聘研究者と
して受け入れ，学術交流をおこなった。教授は6月
3日，「中国哲学のなかの神秘主義ー一潟友蘭の解
釈をめぐって」と題して講演，その内容は当研究所
の「紀要』第33輯に「中国哲学における神秘主義」
（非常勤講師•井澤耕一氏訳）として掲載してある。
また京都大学人文科学研究所と早稲田大学に案内，
紹介し，それぞれ講演をしていただいた。 2000年3
月15日には，当研究所の招聘研究者であった復旦大
学文博系の楊志剛副教授により「「朱子家礼jの中国
近世文化史上における位置」と題する講演があり．
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その司会等を担当した。楊副教授の講演は「紀要J える過程で，気づいた問題が日常性の宗教である。
第34輯に掲載されることになっている（前期課程院 日本には神道の様々な祭りが存続し，仏教では家
生・森本亮介氏訳）。 制度と結びついて葬儀，法事，墓参などの死者儀礼
大乗起信論義記と日本の仏教思想
井上克人
平成1年度および12年度は，法蔵の「大乗起信
論義記Jの「随文解釈」の中の「因縁分」および「立
義分」の訳注作成に随時参加し，研究を続けた。そ
の成果が， 『紀要』第33輯所載の「「大乗起信論義記」
研究(::)」(平成12年3月）および『紀要」第34輯所
載の「「大乗起信論義記」研究日」（平成13年3月）
として掲載される。
また，平成12年8月には，平成元年以来，当研究
班が各研究員独自の視座から「起信論』・を研究して
きた成果として，従来 「紀要Jに掲載されてきた各
研究員の個人研究論文を加筆修正したものを一書に
纏め，当研究所研究叢刊十五として「「大乗起信論」
の研究J(関西大学出版部）を上梓した。
また個人的研究としては， r起信論Jに見られる宗
教哲学的側面に着目しつつ，日本の仏教思想や西洋
の存在論との比較思想的研究を行ってきた。とくに
「起信論Jの体用理論の構造を踏まえつつ．道元の
禅思想とハイデガーの存在論との接点を究明し，第
7回研究例会（平成13年1月14日）において，「道
元とハイデガーー（非思黛〉と（存在の思索）一」
というタイトルで発表した。
〔東西神秘主義の比較研究）
宗教思想としてのイスラーム法
小田淑子
が行なわれ，また教団への布施や教団による種々の
行事が続けられている。さらに現世利益と結びつく
儀礼や民間信仰も存続し，新宗教も盛んである。こ
れらの宗教は日常性の宗教と名付けることができる
が．これらの宗教形態は宗教哲学の議論ではほとん
ど無視され．しばしば近代的宗教とは相容れないと
主張されている。だが．それは近代現代における宗
教としてまった＜否定すべきものだろうか。イスラ
ームの場合，日常性の宗教はその基本教義と密着し
ているゆえに，近代化の過程でやや軽視される傾向
がないわけではないが，依然と•して保持されている。
宗教にとって日常性の中の宗教の位置ないし意味が
何か．それは生活様式の近代化とどう抵触するかを
検討している。
西洋形而上学における基体と実体
山本幾生
「落着（ラクチャク•おちつき） (Gelassenheit)」
という言葉は日常でもよく語られる。しかしこれが，
ドイツ神秘主義者エックハルト，そして同じくドイ
ツ語圏の哲学者ショーペンハウアー，さらにはハイ
デガーにおいて語られるとき，独特な，そして神秘
的な意味合いが込められる。
本研究では，三者において語られている「落着」
を比較検討しながら，それぞれの意味の同一性と差
異性を明確にしながら「落着の問題圏」を提示する。
その際に注目するのは，落着が三者いずれにおいて
も意志の放撼あるいは否定と共に語られている点で
イスラームの社会性の考察の過程で，日本の宗教 ある。つまり，三者において人間が真に落着する処
哲学との比較検討を試み，社会生活と宗教の結びつ （落ち着く処）は，日常の雑多な営みが繰り広げら
きから日常性の宗教という主題に展開してきた。特 れている意志的表象的世界ではなく，この意志的表
に，近代・現代における宗教のあり方，そのあるべ 象的世界を放撼・否定することによって開示されて
き姿を考察する上で，日本の宗教哲学はもっぱら宗 くる処なのである。言い換えれば，意志が放撼でき
教思想の近代性，主体的信仰に焦点を当てて鋭くま ない人間，したがって意志的表象的世界の内にいる
た深い考察を行なってきたが，ィスラームの場合， 人間からすれば，真に落着する処は未だ実現してい
宗教の近代化の議論では社会や政治との関係に焦点 ない不可思議な問いとして出現する。しかもこの問
が当てられる。この相違が何によって生じるかを考 いの出現によって翻って日常の意志的表象的世界も
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問いに付されるのである。したがって「落着の問題
圏」ということで，人間が真に落着する処が問いと
して出現することによって意志的表象的世界が問い
となる圏域が明確に境界づけられると共に，これに
よって，落着する処と意志的世界とが分岐する地点，
したがって双方が一つになる圏域が明らかにされる。
以上の概要のうち，意志と落着の関係については，
平成11年度に「意志と落着ーハイデガーとエックハ
ルトにおける無の概念をめぐって一」と題して口頭
で発表され，また落着の問題圏については自由の観
点から，平成12年度に「落着の問題圏ー自由を巡っ
て一」と題して紀要34輯に掲載された。
ゴットフリート・アルノルトのソフィア論
芝田豊彦
平成1年度は主にロシアの哲学者ウラジーミ
ル・ソロヴィヨフ (1853年ー1900年）のソフィア論
を考察し，その成果を10月20日の研究例会で報告
した。彼はソフィアをマリアやロゴスから区別し，
聖霊論的・教会論的にソフィア論を展開する道を拓
いた，と言えよう。
続いてゴットフリート・アルノルト (1666年一
1714年）のソフィア論の研究に移った。彼は，教会
の歴史的現象形式に対する批判から雅歌の教会論的
解釈を拒否し，く神と魂の合ーという解釈）をく魂と
智惹（ソフィア）の対話〉に結びつけた点において，
雅歌解釈史上独自の位置を占めている。
平成12年度9月には，主としてドイツのマールプ
ルク大学宗教学図書館で関係資料の収集を行なった。
ベルレプルク聖書の雅歌 (1730年）およびその他の
部分，ピスカートル聖書の雅歌 (1684年版）のマイ
クロフィルムを取得した。ベルレプルク聖書の雅歌
の序において，アルノルトの名が言及されることな
く，彼の雅歌のソフィア論的解釈がほとんどそのま
ま再現されているのを発見した。この事実は，私の
知る限り，従来のアルノルト研究においてもベルレ
プルク聖書研究においても指摘されていない。
〈東西文化交渉史の研究〉（文化交渉史研究班）
〔近代思想の形成と展開〕
近代中国の科学思想
橋本敬造
文化交渉史研究班の個別研究において，ヴァチカ
ン図書館および大英図書館蔵の稿本である r暦法問
答J全五巻全8冊の整理・校定を行い，その内容を
ファイル化する作業を行なった結果， 8冊分のうち
7冊までの作業を終了することができた (2002年，
刊行予定）。そこでまず，その結果に基づいて内容の
分析を進めた。この資料は， 18世紀初頭，フランス
が中国に派遣した宣教師が康煕帝のもとで翻訳した
科学知識の内容を明らかにするものであった。
筆者のジャン—フランソワ＝フーケは，この資料の
なかにおいてデカルトの渦巻宇宙論を伝え，粒子論
によって光の伝播の問題を論じていることがわかっ
た。そこで本研究においては，特にこの問題を分析
し，フーケがデカルト主義の立場から，光学の問題
を取り扱っていることを確かめた。その結果は，「第
9回国際東アジア科学史会議（シンガポール）報告
書jとして出版する（論題： "Cartesian Science at 
the Qing Court as observed in the Lifa Wanda," 
2001年，出版予定）。
以上の研究活動に次いで，平成12年度において
は，時代を遡って研究テーマの進展をはかることと
した。 17世紀の明末清初における科学知識の中国導
入にあたって，徐光啓は「西洋の内容を溶かして，
中国伝来の型式に流し込む」と表明した。この科学
文化の導入の考え方を具体的に象徴しているのが，
この修暦のときに作製された「赤道南北両総星図」
であった。この星図の1架は東京都・東洋文庫にも
所蔵されている。本研究活動の一環としてそれをス
ライド化し，分析する作業を行った。この結果につ
いては，五十周年記念論文集に寄稿し，「赤道南北両
総星図ー再考」という論題によって出版する (2001
年，刊行予定）。
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近代ヨーロッパの歴史思想
中村仁志
れまで明治期の建築界の人々の言説に注目し，西洋
から移入された書物やその翻訳書，当時の逐次刊行
物などの文献資料を通して西洋建築の概念の受容の
平成1,12年度は，モスクワ公国を中心とする口 様子を探ってきたが，この研究期問中は，なかでも
シア国家がユーラシア大陸のアジア部分とヨーロッ 伊東忠太に注目し，近代の建築思想の形成過程の一
パ部分にまたがる巨大な帝国へと変貌をとげるプロ 端を探ろうとした。伊東忠太は，日本建築史を体系
セスの分析を中心にユーラシアの東西の社会，文化 づけた建築史家であるが，西洋建築を旺盛に学び，
の交流について検討した。 芸術としての建築を追求した建築論者でもある。明
ウラル山脈以東のアジア部分においては，ロシア 治中期から建築論をリードし，独自の論を展開した。
の国家的拡大，いわゆるシベリア開拓は，毛皮の獲 日本建築学会に寄贈された伊東忠太自身が描いたフ
得を第一の目的としてすすめられた。東方において ィールドノート等の一次資料を見る機会に恵まれ，
は，人口密度の低い森林地域を横断するかたちで短 新しい知見を得ることができた。平成11年11月に
期間のうちに広大な領土的拡大が果たされ，その後 は，泊園記念講座において発表する機会を得て，“伊
入植したロシア人がこの地域の人口の多数派を占め 東忠太に見られる東と西の交錯”という論題で，様々
るようになった。 な場面で日本・東洋・西洋の関係を問い続けた伊東
これに対し，西方におけるロシアの拡大は，当初 の業績の一端を整理することができた。
はモスクワを中心に統一をはたしたロシアが，ロシ しかし，今研究期間は，既往の研究や未公開資料
ア人と類縁の東スラプ系の民族であるウクライナ人 の概要の把握にとどまった。次期も文化交渉史研究
や白ロシア人の居住地域を獲得する形ですすめられ 班にひきつづき参加し，フィールドノートなどの内
た。これは一面ではかつてのキエフ・ロシアの領土 容を詳細に見て，その分析から理論形成の特徴など
的な再統一という側面をもっていたが，その後ロシ
アは東スラプの枠組みを越えた多民族国家形成へと
歩を進めることとなる。
ロシアは西方ではポーランドやスウェーデンなど
の周辺諸国との戦争や外交的手段を用いて漸進的に
領土拡張をはたした。一方，この西方への拡大によ
ってカトリック世界に属するポーランドやドイツ文
化の影響を色濃く持つバルト海沿岸地域などの「内
なるヨーロッパ」とでも言うべき非ロシア人地域を
かかえることになったロシアは，ピョートル大帝以
来推し進められた西欧化ともあいまって社会的，文
化的変容を遂げるにいたった。
近代日本の建築思想
橋寺知子
幕末の開国以来，日本は様々な分野で西洋の技術
や文化を取り入れて，急速に近代化を図った。建築
の分野でも，伝統的な日本の建築とは材料や工法が
異なる西洋建築を積極的に移入した。西洋と日本で
は，「建築」の概念そのものが全く異なっている。こ
を探っていきたいと考えている。
〔生活技術の比較研究〕
世界の水車・日本の水車
末尾至行
平成1年度には，先ず7月に，東はパキスタン，
西はハンガリーにまでフィールドが及ぶ「中近東の
水車・風車」という書を「研究叢刊12」として刊行
した。次いで10月24日から 11月20日にかけては，
前々•前年度に引続き，新谷英治研究員を代表者と
する文部省科研“国際学術研究”（テーマ：中東世界
の伝統技術に関する歴史地理学的研究）のメンバー
として，キプロス・ギリシアを訪れた。キプロスで
• はカコペトリア村の水車湯を再訪し，またギリシア
ではペロポネソス半島のディミツァナ村，ヴァルテ
シニコ村，プラタノス村などの水車場，中央ギリシ
アのダヴリア村，マラシィアス村などの水車場，工
ヴィア島ではミリ村，ララ村の水車場，キクラデス
諸島最北のアンドロス島ではオルモス＝コルシィウ
町，レマタ村などの水車場を調査した。なお，これ
らの村での調査の結果は，上掲科研の報告書 (3月
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刊行）の中で「ギリシアの水車」と題して報告した。 海案内書と地図」，「中東世界の伝統技術に関する歴
他方，日本の水車に関しては「紀要」 33輯に，明治 史地理学的研究J(1997-1999年度科学研究費補助金
期の県庁への出願届出文書の分析に加えての現地調 （基盤研究(A)(2)研究成果報告書）， 209-235頁にお
査に基づく研究論文，「長崎県水車関連出願届出文書 いて報告されている。
の研究」を発表した。
平成12年度には，日本各地での資料採集作業の傍
ら，二つの研究論文を取り纏めた。一つは上記の長
崎県に関する研究論文の「補訂稿」であって，執筆
の動機は，上記論文上梓の直前に未検索の簿冊が数
点発見されたことにある。他の一つは，長崎県文書
に加えて神奈川県文書と神戸市会議事録を資料とし
て援用し，横浜・神戸・佐世保の3港都の上水道事
業計画によって潰廃に追い込まれた水車の受難劇を
テーマとした。これらの掲載誌は，前者は「紀要」
34輯，後者は文学部地理学教室の研究誌「ジオグラ
フィカ・センリガオカ」 4号である。
地中海世界の航海技術と海上文化
新谷英治
オスマン朝期の地中海世界における航海技術と海
上文化の様相を航海案内書や海図の検討を通じて明
らかにすることを目的に， 16世紀初頭にオスマン朝
治下で編纂された地中海航海案内書Ki近b-i
Ba~rfya を中心に分析しつつ研究を進めた。
具体的には， Ki厄b-iBaゎfya各種写本の比較検討
と内容分析及びヒジュラ暦932年本系写本に基づく
訳注作成作業を進めた。また,1997, 1998年度に引
き続き 1999年度も国内外の研究者とともに「中東世
界における伝統技術の歴史地理学的研究」のテーマ
のもとで科学研究費補助金（基盤研究(A)(2))を受
け，その研究の一環として Kit.iかiBaゎガ['yaに関わ
る調査をフランスとチュニジアで行った。これら文
献学的研究並びに現地調査により，オスマン朝期の
地中海世界の航海技術と海上文化が，オスマン朝と
西方のヨーロッパ世界，さらには北アフリカ地域も
含めた多様な地域の豊かな交流の上に発達している
ことが明らかになった。
研究成果の一部は，東西学術研究所研究例会(2000
年1月。報告要旨：「東西学術研究所所報』第70号
[2000年3月刊］），及び「オスマン朝期の地中海航
太平洋地域の農耕文化
橋本征治
「太平洋地域の農耕文化の展開」という主テーマに
関する研究の一環として，ハワイ諸島の農耕文化，
およびそれに関連する「池」養殖の解明を中心に研
究を進めた。まず， 1999年8月~9月にハワイに赴
き，文献・資料収集および若干の現地調査を実施し
た。その成果を踏まえて，農耕文化論の周辺を固め
る狙いから，それまでのハワイ諸島における「池」
養殖の研究を取り纏め，「ハワイ諸島における伝統的
「池」養殖の地理学的研究」（東西学術研究所紀要
3, 2000年3月）として公表した。この論文は，貴
重な蛋白供給源として，ハワイ諸島の伝統的食体系
において重要な位置を占める「池」養殖が，「ワイ」
（水）を介してタロイモ生産と生態学的に緊密な連
鎖を作り上げていることを実証したものである。
引き続いて，ハワイ諸島の農耕文化の展開をあと
づける研究を進め， 2000年7月には「ハワイ諸島に
おける伝統的農耕文化の展開」と題して東西学術研
究所の例会で口頭発表した。その研究をさらに深め
て，「ハワイ諸島におけるタロイモ栽培ー農耕文化論
の視点から一」（東西学術研究所紀要34,2001年3
月・—•印刷中）としてとりまとめた。この論考は，ハ
ワイ諸島におけるタロイモ栽培を体系的に整理して，
太平洋地域におけるタロイモ栽培の系譜の中に位置
づけるものである。
なお， 2000年1月には，兵庫地理学協会において
「フィジーにおける環境と文化」と題して口頭発表
し，フィジーのコイナポサ（焼く人々）が営む熱帯
農業の在り様について，インド系民と対比しながら
環境と文化という座標軸でとらえ，環境への対応が
文化によって左右されることを論じた。
